
北海道立特別支援教育センターの山田です。
これから田中ビネー知能検査Ⅴの演習を行います。どうぞよろしくお願いします。
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この講義では、心理検査の実施方法について理解することを目的としております。
実際に行う際のポイントを確認し、実際に体験していただきます。
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はじめに検査に必要なアイテムです。

机上に配置する。

田中ビネー知能検査Ⅴは検査用具が大変多いので、検査を始める際に慌てることがないよう、
事前によく点検し、準備しておいてください。
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田中ビネー知能検査Ⅴの実施方法について説明します。

検査場面の調整です。
検査の実施は、子どもの体調や気分の良いときを選ぶ必要があります。一般的には、十分な

睡眠をとり、朝食を済ませ落ち着いたあとの午前中が望ましいです。午後になると遊びや勉強
でエネルギーを使い果たしている可能性が高く、検査に立ち向かう気力が午前中よりも低下し
ていると推察されます。また、心身や情意に変動が起きやすいイベントの前後は避けたほうが
無難だと考えます。
検査を受けるということは自体が日常場面とは異なるものであるため、できるだけ日常とあ

まり変わらないように検査場面の環境を調整する必要があります。静かで落ち着いた場所であ
ること、採光・照度・換気・室温など事前にチェックしておくことが大切です。

（実施マニュアルP７～14）
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子どもと相談担当者の対座位置はこのようなパターンがあります。
対面の位置を基本とするのが一般的です。なぜなら正面に座ることで最も観察しやすい位置

となります。しかし、真正面から向き合うと緊張してしまう子どももいるため、斜め向かいの
位置をとる方が良いこともあります。
年少児（３歳以下）の場合などは、テスターと並んで座り、親密な雰囲気で検査をしたほう

が集中できる場合があります。
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検査の実施にあたっては、マニュアルの手順通りに実施すること、子どもの反応を記録用紙
に記入すること、検査と並行して正確に採点することが大切です。それらの検査を実施しなが
ら行うためには、判定基準を充分に理解しておくことが大切です。



（実施マニュアルP20～34）
問題によって制限時間が設けられていたり、記憶に関連する問題では提示時間が規定されています。

これらの時間はストップウォッチで正確に計時する必要があります。
制限時間とは、試行が許される最大の時間、タイムリミットのことです。制限時間が何分、何秒であ

るかは、通常は子ども（被検査者）には知らされない理由は、子どもが一定時間内に反応し終わらなく
てはならないというプレッシャーから、慌ててしまったり、集中できなくなることを防ぐためです。し
かし、13歳級以降では、「制限時間は３分です」など、最初にタイムリミットを提示する問題があるた
め、実施する場合は注意が必要です。
提示時間とは、記憶の問題に設けてあるもので、記銘に要する時間を一律にするために設けられた時

間です。各問題によって異なるため、規定されたとおり正確にストップウォッチで計時する必要があり
ます。
検査時間とは、定められた時間全てを使って、その課題に対処するために設けられたものです。例え

ば、「制限時間１分」は、１分以内であればどの時点でその問題を終了しても構いませんが、「検査時
間１分」の場合は、子ども（被検査者）は必ず１分間、その問題の解決に当たらなくてはなりません。
文や話の記憶問題、数唱問題などでは、当然のことながら一字一句たりとも一切変更してはなりませ

ん。たとえ子どもにとって了解することが困難な内容であっても変更するのは間違いです。
数詞の読み方は、聞き間違いのないようにこのように決められています。子どもが４を「シ」、７を

「シチ」というのは構いません。子どもによっては、教示が一度では耳に入らないために問い返したり、
問題の意図が分かっていなかったりする様子が見られたときは、単にその教示をもう一度繰り返して伝
えるようにします。ただし、２回までは繰り返しが許されてもそれ以上はしてはならないなど、各問題
で定められた方法をよく承知しておくことが大切です。
子どもの解答を正答としてよいのか判断に迷うことがある場合、判定の手掛かりを得るため再度子ど

も（被検査者）に質問を行うシステムが設けられています。どのようなケースで再質問を行うかや、再
質問の仕方もほぼ決められており、相談担当者は、「実施マニュアル」の「再質問」項目や「採点マ
ニュアル」に記載されている再質問の熟知が必要です。
また、再質問は１回限りとされています。再質問後の解答が、また再質問に相当するような反応で

あった場合は、再び再質問することはせず、その解答は誤答とします。
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それでは演習を行います。
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演習の進め方を説明します。

※スライドを読み上げる。
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演習の進め方を説明します。

※スライドを読み上げる。
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まず、４歳級の問題です。

※スライドの順で紹介する。
下線部の検査について、動画を視聴していただきます。（２分）

★印は、再出現問題になります。最初にあたった問題のみを実施し、その跡の再出現問題は
繰り返し実施することはしません。ただし、その都度正答数だけは記録用紙に記入し、合格基
準に応じて各問題での合否の判定をしていきます。
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それでは、４歳級の問題「38 順序の記憶」を実際に行なっていただきます。
手順は、マニュアルを確認しながら、実際に行い、その後グループで実施した感想等を交流

していただきます。

４歳級のマニュアルを確認しながら、隣の方と二人一組になって検査を行ってください。

※マニュアルを基に説明します。
第38問 ４歳級 順序の記憶
○ 注意事項→実施→合格及び正答基準説明

・注意事項（２分）
・実施（５分）
・合格及び正答基準（１分）
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続いて、５歳級の問題です。

※スライドの順で紹介します。
下線部の検査について、動画を視聴していただきます。（３分）
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それでは、５歳級の問題「45 三角形の模写」を実際に行なっていただきます。
手順は、マニュアルを確認し、実際に行い、グループで実施した感想等を交流していただき

ます。
５歳級のマニュアルを確認しながら、隣の方と二人一組になって検査を行ってください。

※マニュアルを基に説明します。
第45問 ５歳級 三角形の模写
○ 注意事項→実施（模擬実施）→合格及び正答基準説明
・注意事項（２分）
・実施（５分）
・合格及び正答基準説明（１分）
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続いて、６歳級の問題です。

※スライドの順で紹介します。
下線部の検査について、動画を視聴していただきます。（３分）
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それでは、６歳級の問題「53 数の比較」を実際に行なっていただきます。
手順は、マニュアルを確認し、実際に行い、グループで実施した感想等を交流していただき

ます。
６歳級のマニュアルを確認しながら、隣の方と二人一組になって検査を行ってください。

※マニュアルを基に説明します。
第53問 ６歳級 数の比較
○ 注意事項→実施→合格及び正答基準説明
・注意事項（１分）
・実施（６分）
・合格及び正答基準説明（１分）
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10歳級の問題から始めます。

※スライドの順で紹介をする。
10歳級の、話の記憶について演習を行います。
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それでは、10歳級の問題「74 話の記憶（A）」を実際に行なっていただきます。
手順は、マニュアルを確認し、実際に行い、グループで実施した感想等を交流していただき

ます。
10歳級のマニュアルを確認しながら、隣の方と二人一組になって検査を行ってください。

※マニュアルを基に説明します。
第73問 10歳級 絵の解釈
○ 注意事項→実施（模擬実施）→合格及び正答基準説明
・注意事項（１分）
・実施（５分）
・合格及び正答基準説明（１分）
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11歳級の問題です。

※スライドの順で紹介する。

19



それでは、11歳級の問題「84 話の不合理」を実際に行なっていただきます。
手順は、マニュアルを確認し、実際に行い、グループで実施した感想等を交流していただきま
す。
集合の方は、11歳級のマニュアルを確認しながら、隣の方と二人一組になって検査を行って

ください。

※マニュアルを基に説明します。
84 話の不合理です

○ 注意事項→実施（模擬実施）→合格及び正答基準説明
注意事項→実施→合格及び正答基準説明
・注意事項（１分）
・実施（８分）
・合格及び正答基準説明（１分）
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最後に、まとめを行います。
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方法についてのまとめです。

一つ目は、正規の手続きに従うことです。個別式知能検査は一種の統制された観察法であり、
標準化時と同じ条件で子ども(被検査者)を観察することで正確なアセスメントを行うものです。
したがって、マニュアルに書かれている方法は厳守されなければなりません。検査手順や教示
の一部が省されたり、逆に余分な説明を加えるなどは、あってはならないことです。
二つ目は、記憶問題は一字一句正確にすることです。文や話の記憶問題、数唱問題などでは、

当然のことながら一字一旬たりとも一切変更してはなりません。これらは材料にあたるもので、
たとえ子どもにとって了解するのが困難な内容であっても変更してはいけません。
三つ目は、繰り返しです。子どもによっては、教示が一度では耳に入らないために問い返し

たり、問題の意図がわかっていない様子のときがあります。そのような場合は、単にその教示
をもう一度繰り返して与えるようにします。 ただし、話の不合理問題にみられるように、２
回までは繰り返しが許されてもそれ以上はしてはならないなど、各問題で定められた方法をよ
く承知しておくことが大切です。 また、記憶問題は繰り返すことが許されないので、子ども
が集中できるような環境を作ってから問題を与えるなどの配慮が必要です・

これで、演習を終わります。
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